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仲
よ
く
菌
植
え
作
業

こ
れ
を
さ
ら
に
ふ
や
す
た
め
、
春
の
一

目
ホ
ダ
木
町
菌
植
え
を
し
ま
L
P
、

二
百
五
十
本
も
の
ホ
ダ
木
に
中
学
生

が
打
ち
込
み
器
で
穴
を
あ
け
、

小
学
生

が
菌
肉
入
っ
た
オ
f
ク
ズ
を
植
え
て
ロ

ー
を
ぬ
る
。
先
生
向
指
導
で
、
二
十
八
人
的
子
ど
も

た
ち
が
仲
よ
く
作
業
に
汗
を
流
し
ま
L
P
、

少
し
で
も
多
く
収
穫
し
て
、
生
徒
会
内
活
動
向
口
や

修
学
旅
行
資
金
に
あ
て
よ
『
ヲ
と
新
鮮
な
香
り
を
夢
み

て
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

'71年
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中
里
小
で
ナ
メ
コ
づ
く
り

月号

カ
l
ン
、
カ
l
ン
と
快
い
音
が
体
育
室
い
っ
ぱ
い

に
響
き
わ
た
り
、
一
生
け
ん
め
い
作
業
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
、
つ
。

中
里
小
学
校
で
は
、
産
業
教
育
の

一
環
と
し
て
十

三
年
前
か
ら
砂
ナ
メ
コ
栽
ぼ
u

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
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われらの代表者
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こ
の
た
び
の
町
長

選
挙
に
あ
た
り
、
有

志
多
数
の
ご
推
ぱ
ん

に
よ
り
ま
し
て
立
候

補
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
幸
い
町
民
各

位
向
絶
大
な
ご
支
媛

を
賜
わ
り
町
政
を
お

あ
ず
か
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
U
と
え
に
日

ご
ろ
町
民
各
位
向
ご

厚
的
に
よ
る
も
の
と

深
'
、
感
謝
申
し
上
げ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

川111111111川川川l川1川11111111111111111111111111川11111111111111111111川川1111111111広報いま

町長町議選挙

|投票率は94叫

町
発
展
の
与
望

四
月
二
十
五
日
に
執
行
さ
れ
た
町
長

町
議
選
挙
は
、
町
長
三
人
、
町
議
二
十

五
人
町
立
候
補
が
あ
り
、
い
ま
ま
で
に

な
い
激
戦
に
主
り
ま
し
た
。

告
示
と
と
も
に
幕
を
あ
け
た
選
挙
運

動
は
、
述
目
的
婿
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
各

候
補
者
は
選
挙
カ
ー
を
繰
り
出
し
精

一

杯
の
帯
内
政
見
を
訴
え
る
術
政
減
税

に
も
熱
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

投
謀
率
は
、
叩
刀
九
四
・
凶
%
、
女
九

四
・

二
%
で
合
わ
せ
て
九
四
四
%
と

前
回
(
昭
和
四
十
二
年
)
に
比
べ
て

O

九
%
伸
び
、

町
民
の
み
な
さ

ん
の
関
心
が
高

ま
っ
た
こ
と
を

~ . え/ご:3A
J ふ~-

示
し
て
い
ま
す
。

当
日
午
後
七

時
三
+
分
か
ら

始
っ
た
附
燕
に

は
、
速
報
を
知

り
た
い
人
で
役

場
前
は
い

っ
ぱ

い
に
う
ず
ま
り

みんなの心を

込めた票が

聞かtiてゆく

A -， 

金

長

町

も
と
よ
り
微
力
T
は
あ
り
ま
す
が
、

町
政
担
当
者
と
し
て
心
を
新
た
に
し
て

一
万
二
百
町
民
的
日
常
生
活
向
上
の
た

め
、
明
る
〈
盟
か
で
住
み
よ
い
町
っ
く

り
の
た
め
こ
ん
身
的
努
力
を
傾
注
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

最
近
に
お
き
ま
す
わ
が
圏
内
経
済
は

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す

が
そ
の
反
而
本
町
内
実
情
は
、
民
政

の
転
換
期
を
迎
え
農
民
に
箸
し
い
不
安

と
焦
慮
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
.
当
面
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

( 3) 

ら
な
い
総
合
か
ん
ば
い
事
業
向
推
進
、

美
利
河

F
ム
問
題
、
日
進
共
同
利
用
模

範
牧
場
円
建
設
、
国
保
病
院
町
充
実
整

備
な
ど
幾
多
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
社
会
構
造
的
急
速
な
変
化

に
伴
っ
て
こ
れ
ら
に
効
率
的
に
対
処
す

る
た
め
に
は
、
広
域
市
町
村
閤
な
ど
の

広
域
行
政
体
制
を
帥
開
立
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
.

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
現

状
か
ら
総
合
的
反
則
計
画
を
策
定
し
農

家
的
不
安
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
廿
川

申
す
ま
で
も

-F
な
く
、
談
会
は

，，d1

・FJY
会
議
に
よ
っ
て

手
匂

m
M
M
町
政
内
重
要
事

孟
¥
-

AV
U
U

項
を
審
税
決
定

H

ペ

、

す
る
機
関
で
あ

a

同
‘
、

り
ま
す
の
で
、

機
長
内
峨
貨
は

極
め
て
盛
大
で
あ
る
こ
と
を
州
出
世
し
て

お
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
町
民
的
代
表
で
あ
る
級

只
各
位
向
ご
意
志
を
尊
重
し
、
あ
く
ま

で
L
議
会
が
公
正
に
し
て
し
か
も
円
滑

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
誠
意
を
尽
〈
し
て

事
に
あ
た
り
、
町
政
推
進
内
た
め
に
努

力
い
た
す
こ
と
を
お
哲
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

立
お
、
町
理
事
者
と
は
そ
の
分
皮
を

守
り
毅
然
た
る
態
度
て
世
論
に
お
-
』
た

え
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
や
本
町
は
今
後
同
町
づ
く
り
に

対
処
す
る
た
め
、
地
本
州
知
心
を
検
討
中

で
あ
ゆ
ま
す
。

本
町
内
経
済
は
、
そ
内
政
軒
品
川
泣
上

内
外
的
情
勢
に
お
い
て
き
び
し
い
も
の

を
に
な
てコ

て

刻
々
進
む
開
訴
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま

し
た
。当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
み

な
町
民
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
人
々

で
す
。

町
発
展
の
た
め
、

一
一
層
的
活
躍

を
望
み
た
い
も
の
で
す
。

町
民
の
み
立
さ
ん
も
、
選
準
時
の
み

の
支
持
や
批
判
で
は
主
く
、
わ
れ
わ
れ

の
代
表
主
的
で
す
か
句
、
わ
れ
わ
れ
の

意
志
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
こ
の
四
年
間
じ
ゅ
う
ぶ
ん
見
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

マ
町
長
当
選
者

河

端

史

的

牒

業

八

束

マ
町
議
会
議
員
当
選
者

(
得
梨
順
)

渡

辺

二

郎

叫

内融

業

稲

川

米
山
健
一

ω
造
林
業
美
利
河

町長、町議選挙投票率

3中

4住

99.2 

96.1 

91.1 

95.0 

90.2 

前回

90.3 

98.4 

94.4 

92.8 

計

96.3 

100.0 

97.2 

92.2 

1< 

95.6 

89.2 

96.8 

91.7 

兇

97.1 

91. 6 

里

宮
口

5横川

l先制河

石

投票区名

2花

j可

端

豊

福
祉
社
会
組

組
と
な
っ
て
訟
は
本
町
七
十
年
代
的
命

い
ま
す
。

公正で内滑な議会に

伝、v
v
J
 

限
会

メ入
7 

町
民
の
み
な

さ
ま
に
ご
あ
い

さ
つ
巾
し
上
げ

ま
す
。

過
般
の
第
二

回
臨
時
町
議
会

に
お
き
ま
し
て

不
肖
わ
た
く
し

が
町
議
会
議
長

に
当
選
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
光
栄
で
あ
り
感
激
に
湛
え
主
い

と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ニ
向
上
は
浅
学
非
オ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
過
去
二
十
年
町
議
員
経
験
を
生
か

し
て
さ
ら
に
研
さ
ん
に

つ
と
め
‘
議
長

と
し
て
そ
の
職
立
に
努
力
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今金町議会議長

長
谷
川
敬

一

日
下
昭
二
郎

中

野

俊

雄

林

磯

次

郎
事
吉
五
郎-五

千
三
光
夫

45 52 54 61 59 44 56 44 45 

}出焼金商 J~ 股脱股農

業業貸業業業業業業

代川金川丘原東石進

田
中

回峰今何1神金八花日

村高今加
本品野藤/，

，
 議

長

に

今

野

改
選
後
初
め
て
の
臨
時
町
議
会
が
五

月
十
日
聞
か
れ
、
新
し
い
設
会
構
成
が

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

議

長

今

野

副

議

長

大

越

1亙

夫伝

マ
総
務
常
任
委
員
会

100.0 

94.7 

11日
83.5 

94.1 

92.2 

97.6 

95.0 

96.1 

93.8 

93.4 

95.6 

93.9 

1回 o

96.9 

96.6 

96.5 

98.1 

93.8 

93.1 

93.7 

95.9 

1∞o 

96.8 

100.0 

97.8 

97.1 

94.8 

94.0 

90.6 

93.4 

100.0 

96.3 

95.0 

97.2 

96.6 

96.4 

13~宜 t必

石

進

12公民館

6光川

東

原

丘

田

14白

9盟

10神

8金

7八

R
，
 

こ
町
と
き
に
あ
た
り
、
明
朗
で
親
切

な
庁
内
態
勢
に
い
た
し
、
住
民
に
信
頼

さ
れ
る
町
政
災
現
に
最
普
門
努
力
を
い

た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も

一
府
内
ご
指
導
と
ご
べ
ん

た
つ
を
賜
わ
り
ま
す
よ

3
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
こ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

f二 1L
木山

藤盛九
夫勝内

60 53 61 42 51 38 47 52 66 

商

業

今

農

業

回

股

業

八

農

業

神

会

妊

宴

今

商

今

今鈴今

金金金金金丘束代金

大
越

三 水
津上
紙
勝英徳勝武
蔵治蔵昭雄隆

藤狭松谷
村間措i田

飲 j品商

車業業業

伝

氏

談
会
構
成

決

ま

る

93.5 

。
藤
村
徳
雄
、

O
M山
千
三
・
三
津

儲
勝
蔵
、
加
藤
五
郎
、
中
野
俊
雄
、
長

谷
川
敬

一

マ
建
設
常
任
委
員
会

。
松
浦
武
雄
、

O
米
山
健

一
、
狭
間

勝
昭
、
村
本
光
夫
、
仁
木
盛
勝
、
谷
田

降
、
水
上
英
治

マ
産
業
常
任
委
員
会

。
渡
辺
二
郎、

O
林
磯
次
郎
、
日
下

昭
二
郎
・
田
中
春
吉
、
丸
山
九
内
、
大

越
藤
夫

94.4 

(
。
印
委
只
長

O
印
刷
委
只
長
)

マ
監
査
委
員
村
本
光
夫

マ
桧
山
青
年
の
家
組
合
職
員

加
藤
五
郎

マ
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
職
員

丸
山
九
内
、
藤
村
徳
蔵
、
中
野
俊
雄

マ
誠
会
運
営
委
員

丸
山
九
内
、
藤
村
徳
蔵
・
渡
辺
二
郎

加
藤
五
郎
、
米
山
健
-一

(
敬
称
省
略
し
ま
し
た
)

94.2 94.5 2十

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
特
性
を
生
か
し

た
住
み
よ
い
町
づ
〈
り
の
た
め
に
、
機

会
は
全
員
一
致
し
て
町
理
事
者
と
と
も

に
町
政
的
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
町
民

的
福
祉
増
進
に
ま
い
進
い
た
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

町
民
各
位
向
一
層
的
ご
理
解
ご
協
力

と
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
議
長
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

〆
/
，e

町
総
合
計
画
策
定

審
議
会
ス
タ
ー
ト

町
総
合
計
画
策
定
蒋
品
会
は
、

三
月

三
+
日
役
場
で
初
会
合
を
聞
き
、
務
液

会
内
榊
成
を
決
め
た
あ
と
、
今
後
の
策

定
干
順
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

審
議
会
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
ロ

マ
会
長
加
藤
五
郎
V
会
長
代
行
斉

藤
亮
マ
香
バ

行
政
開
発
部
会
H
O
斉

藤
一
一
先
、
。
河
村
昭
夫
、
渡
辺
義
雄
、
外

山
多
喜
男
、
阿
部
広
、
佐
藤
政
蔵
、
井

付
金
蔵
、
大
越
藤
夫
、
内
藤
重
蔵
、
松

岡
俊
弘
、

経
済
開
発
部
会

u
O藤
村
徳

蔵
、
。
土
凹
勝
太
郎
、
清
水
健
次
、
向

日削小
三
郎
、
村
本
正
義
、
田
中
繁
、

寺

岡
宏

一
.
村
凹
勇
作
、
木
俣
忠
、

社
会

開
発
部
会
"
。
丸
山
九
内
、
。
林
磯
次

郎
、
細
川
臼

一

.m回
八
重
子
、
太
閏

越
ミ
ネ
、
佐
野
茂
次
、
猪
股
敬
二
、
梅

本
広
治
、
中
村
微
昭
。
(
敬
林
省
略
、

。
印
部
会
長
、

。
印
部
会
長
代
行
)
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住みよい環境を

GZ訟で“ひとl持運動'う

3
F
V
拘，
b
h
d
b
h
dら
h
a

健
康
増
進
に
も
ひ
と
役;
 

町
民
み
ん
な
が
健
康
で
快
適
な
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
美
し
く
住
み
よ
い

邸
境
づ
く
り
が
た
い
せ
つ

で
す
。

本
町
は
、
都
市
計
画
に
よ
り
着
々
と

市
街
地
が
盤
備
さ
れ
牒
村
で
は
的
ず

ら
し
い
ほ
ど
の
美
し
い
マ
チ
並
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
、
公
聞

・
下
水

・
街

路
樹
な
ど
の
環
境
艶
備
は
遮
れ
て

い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
民
の

『
い
こ

い
』
的

場
と
し
て
の
公
厨
や
緑
地
づ
く
り
、
下

水
講
の
年
次
計
画
に
よ
る
改
修
、
務
備

な
ど
を
進
め
る
一
方
、
み
ん
な
の
協
力

で
マ
チ
を
抑
制
す
る
心
榊
え
も
必
要
で

す。
す
で
に
・
町
内
会
や
衛
生
組
合
が
中

レ
に
な
っ
て
、

7

チ
町
清
掃
運
動
を
行

昭
和
四
十
六
年

皮
肉
納
税
貯
務
総

合
長
会
織
は
、
五

月
七
日
役
場
会
議

室
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

年
度
か
ら
採

用
し
た

「
口
座
振

替
」
に
よ
る
納
続

制
度
を
推
進
す
る

こ
と
に
し
た
あ
と
、
新
し
い
迎
合
会
長

に
友
普
幸
次
郎
さ
ん
‘
副
会
長
に
林
磯

次
郎
さ
ん
を
選
ぴ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
席
上
町
で
は
、
昭
和
四

十
五
年
庭
的
優
良
納
税
組
合
と
し
て
次

的
五
組
合
を
表
彰
し
ま
し
た
。

町
内
に
は
、
現
在
六
十
一
の
納
税
組

合
が
あ
り、

一
般
町
税
、
国
保
税
合
わ

せ
と
七
千
三
万
円
の
3
ら
、
組
合
同
か

11川1111111111111111111111111111111111111111川川111111111111111111111111111111111川1111111111広報いま: 5) 
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優
良
納
税
長且
A、
口

を
表
彰

お知らせ

納
税
組
合

長

会

議

会参
た
が
た
に
は
六

0
・
三
%
に
あ
た
る
四

千
二
百
二
十
二
万
八
千
円
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
員
千
五
百
九
十
人
向
協
力
と
組

合
長
さ
ん
の
お
骨
折
り
に
感
附
し
ま
す
。

マ
優
良
納
税
貯
務
組
合
引
下
稲
穂

(小

岩
朔
術
組
合
長
)
南
盟
受
(
桜
井
静
江
)

上
金
原

(伊
藤
佐
蔵
)
神
丘
共
和

(河

田
義
孝
)
鈴
岡
第
二

(
山
本
正
太
郎
)

j 
・妊産婦、乳幼児健康相殺を開設

妊娠中を無事にすごして元気な

赤ちゃんを生んでいただき 、じよ

うぷで健やかな子を育てるために

は、異常や病気を予防したり早〈

発見することがたいせつです。

このため、町てーは助産婦、保健

婦、栄養士による妊産婦、乳幼児

健牒相談を行なっています。気軽

にご利用ください。

bとき 妊産婦(毎月第2金略日 )

乳幼児(毎月第 4金問日)

午後 1時から 3時まで

bところ 町民会館

c>母子手帳を持参Lてください。

-電話用の配管はお忘れなく

新・増築を計画している方、お

手元町設計図をもう一度確認して

くださし'0 r電話用的配管」は入

っていますか。

いざ電話を引くときになって配

管を忘れていると、せっかくき れ

いに仕上った建物に穴をあける こ

とになリます。

美観をそこなうばかりでなく

氾話の散障の原因ともなりますの

で、設討を進める前にまずm話局
へご相談 ください。

(今金Hl:報電話局)

庁
円

三
町
共
同
の
じ
ん
か
い
処
理
施
設
の
完
成
に
よ
り
、

四
月
か
ら
収
集
車
と
紙
袋
方
式
的
ゴ
ミ
集
め
を
始
め

ま

L
た
が
、
町
民
の
み
主
さ
ん
か
句
次
の
よ
う
な
声

が
で
て
い
ま
す
の
で
お
答
え
し
ま
す
。

婦人会員が労力奉仕ですいせん植え

な
い
、
h

寺
町
聞
の
よ
ご
れ
が
ひ
ど
い
道

路
や
下
方
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
て

き
ま
し
た
。

き
ら
に
ゴ
ミ
を
衛
生
的
に
処
理
し

よ
う
l
と
、
四
月
か
ら
操
業
を
開
始
し

た
三
町
共
同
の
じ
ん
か
い
処
理
施
設
に

よ
り
、
不
衛
生
な
ゴ
ミ
捨
て
場
の
悩
み

も
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
瓦
に
向
い
ま
す
が

毎
年
行
な
っ
て
き
た
『
朝
の
ひ
と
は
き

巡
動
』
を
こ
と
し
も
進
め
ま
し
ょ
う
@

す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
を
絢
い
っ

ぱ
い
に
吸
い
込
み
、
家
の
ま
わ
り
や
道

路
を
き
れ
い
に
す
る
の
は
、
健
康
増
進

に
も
役
だ
ち
ま
す
。

eι
va辺
v
v
a
η
'
u

、2F
V
A
J
a

木
や
花
で
う
る
お
い
を

E
P
R
'
1
5
2
 

木
や
花
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に

う
る
お
い
を
与
え
て
〈
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
青
葉
町
季
節
で
す
。
町

中
そ
ろ
っ
て

司花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
は

い
か
が
で
す
か
巴

色
と
り
ど
り
の
花
で
家
め
ま
わ
り
を

か
ぎ
り
、
美
し
い
郷
土
を
建
設
し
ま
し

ト
AT
1
，。
今
金
婦
人
会
で
は
、
マ
チ
の
裏
山
町

ス
キ
坊
を
花
で
飾
ろ
う
!
と
、
四
月

十
六
日
に
会
只
二
十
人
が
労
力
指
仕
し

て
勿
す
い
せ
ん
'
を
納
え

『A
t
t
』
の

花
文
字
を
つ
く
り
ま
し
た
。

笹
わ
ら
で
作
業
も
ひ
と
苦
労
し
ま
し

た
が
、

一
而
に
咲
き
み
だ
れ
た
中
を
親

子
づ
れ
で
気
軽
に
ピ
ク
ニ

Y

ク
が
で
き

表彰される南豊受納税組合

一

間

ゴ
ミ
を
集
積
所
に
出
し
て
お
い

』
て
も
二
、
三
日
放
置
さ
れ
て
い
る
の
は

美
観
や
衛
生
上
困
る
の
で
、
す
く
持
つ

一
て
い
け
な

い
か
。

戸

苔

収
集
車
は
三
町
を
フ
ル
巡
転

L

P

て
い
る
町
で
、
定
め
ら
れ
た
日
以
外
は

4

回
れ
ま
せ
ん
。

窓
い
巡
い
を
し
て
収
集
日
以
外
的
日

一
ゃ
午
前
八
時
=
干
分
こ
ろ
ま
で
に
出
し

を放置しないで

、定められた日にきちんと

ゴミ

る
日
を
楽
し
み
に
、
汗
が
ふ
き
出
る
の

も
忘
れ
る
ほ
ど
。
こ
ん
ご
も
、
ど
し
ど

し
補
地
す
る
計
画
で
す
。

本
町
面
積
の
八
O
%
は
森
林
で
占
的

句
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
笠
宮
な
林
野
資
源
を
生
か
し
、

自
然
を
愛
す
る
緑
些
か
な
郷
土
を
築
きF-h 

雪
が
溶
け
、
緑
町
季
節
を
迎
え
ま
す

と
、
心
配
さ
れ
る
の
が
山
火
事
で
す
。

町
内
で
は
、
過
去
五
か
年
間
に
十
一

件
の
山
火
事
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
と

し
に
入
っ
て
か
ら
も
野
火
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
タ
バ
コ
、

7

ソ
チ
、
造
林
の
た
め
の
火
入
札
、
た
き

火
な
ど
、
チ
ヨ

y
と
し
た
不
注
意
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
を
求
め
て
林
野
に
〈
る

人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
山
火
事
の
危

険
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

ま
せ
ん
と
次
の

収
集
日
ま
で
放

置
さ
れ
犬
や
ネ

コ
に
荒
さ
れ
る

こ
と
に
な
り

コ
ミ
が
散
ら
か

っ
て
し
ま
い
ま

す。
定
め
ら
れ
た

日
に
必
ず
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

ゴ
ミ
は
袋
か
ら
は
み
出
さ
な

い
よ

ヲ
、
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
ゴ
ミ
の
こ
ん
包
が
不
完
全
な
た
め

収
集
時
に
散
ら
か
っ
て
し
ま
う
ケ
ス

が
た
〈
さ
ん
あ
り
ま
す
。

問

台
所
の
残
飯
な
ど
は
燃
え
る
ゴ

ミ
に
な
る
か
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
な
る

‘
。

AHM 

ー-一一ー一ー""'"

た
い
も
の
で
す
。

町
で
は
、
年
次
計
画
で
町
有
林
の
造

林
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
下

ハ
カ
イ
に
三
十
ヘ
ク
タ
ル

の
新
植
を

計
画
し
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
庭
や
ひ
ろ

ば
を
緑
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。

な
く
し
よ
う

こ
の
た
め
、
町
と
営
林
署
で
は
.
林

野
火
災
の
絶
滅
を
期
そ
う
l
と
、
四
月

三
十
日
に
林
野
火
災
予
消
防
対
策
協
議

会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
会
械
に
は
、
森
林
愛
稽
組
合
や

消
防
団
は
じ
め
各
附
係
機
闘
か
ら
五
十

人
が
集
ま

V
、
最
も
山
火
事
の
お
き
や

す
い
五
、
六
月
を
山
火
事
予
防
実
施
期

間
と
決
肉
、
響
防
思
想
の
普
及
を
図
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

火
災
筈
報
や
異
常
乾
燥
注
意
報
な
ど

に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
‘
お
互
い

に
次
町
、
』
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
登
山
、
さ
か
な
つ
っ
.
山
菜
取
り
な

ど
で
入
林
す
る
と
き
は
、
持
ち
主
か

ら
必
ず
許
可
を
も
ら
、

1

7
た
き
火
、
山
林
原
野
な
ど
の
火
入
れ

を
し
な
い
。

マ
タ
パ
コ
、
マ
ソ
チ
の
始
末
は
完
全
に

な
お
、
火
入
れ
の
と
き
は
、
森
林
法

に
よ
っ
て
事
前
に
町
長
の
許
可
が
必
袈

で
す
の
で
、
役
場
産
業
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
き
い
。

答

ち
ゅ
う
か
い
類
(
残
飯
、
野
菜

く
ず
、
〈
だ
も
の
、
そ
の
他
食
品
円
余

り
も
の
)
は

「燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
し
て

扱
っ
て
い
ま
す
。
水
分
を
十
分
き
っ
て

一
度
袋
に
入
れ
、
口
を
竪
く
し
ば
っ
て

か
ら
紙
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

間

銀
梢
場
所
が
変
わ
っ
た
と
聞
い

た
が
ど
こ
で
す
か
。

答

道
交
法
の
駐
車
内
関
係
で
、
次

の
六
カ
所
だ
け
変
わ
り
ま
し
た
。

マ
水
野
良

一
宅
前
が
松
橋
理
容
院
隣

町
あ
き
地
に
マ
近
江
昼
旅
館
前
が
棋
に

守
好
舟
司
前
が
氷
山
品
商
脂
友
側
前
に
守

中
井
誠
司
宅
前
が
浴
場
と
県
川
薬
庖
的

問
に
マ
西
国
間
庖
角
が
旧
庫
元
理
容
院

前
に
マ
佐
藤
板
金
車
郎
前
が
鈴
木
普
六

宅
前
に
。

間

集
積
所
町
家
の
人
に
迷
惑
が
か

か
る
の
で
、
各
戸
収
集
で
き
な
い
か
.

答

車
問
運
搬
能
力
と
る
す
家
庭
内

関
係
で
、
現
在
は
不
可
能
で
す
・

お
互
い
に
ル
ー
ん
を
よ
く
守
っ
て
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-あなたも自衛官に

自衛隊では二等陸 ・海 ー空士を

募集しています。

c> 18歳から25歳未満の男子で身体

槌全なもの。

b待遇は衣食住支給内ほか初

任給25，100向。

b試験は毎週実施しており、合格

者は希望の月に入隊できますω
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月
額
三
百
円
づ
っ
引
き
上
げ

福

祉

年

金

が

改

善

川
川
代
年
世
制
度
は
昭
和

一!
問
年

に
発
足
し
て
以
米
、
年
々
岐
普
さ
札
て

い
ま
す
。
こ
と
し
も
多
く
向
占
‘
が
改
混
同

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
お

L
な
内
容
は

次
の
と
お
リ
で
す
。

〈
年
金
額
が
引
き
上
げ
に
v

制
祉
年
金
は
、
月
刊
削
三
宵
円
づ
っ
引

き
上
げ

』ア
札
、
老
齢
二
万
七
千
六
宵
円

(月
二
千
三
育
問
)
障
省
四
万
八
宵
阿

(月
三
千
四
行
問
)
母

チ

準

母
子
三

方
向
千
八
百
円

(月
二
千
九
百
円
)
に

な
リ
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
し
十

一
月
分
か

均
主
払
わ
れ
享
す
。

A
V所
得
制
限
の
緩
和
V

7
本
人
的
所
得
制
限

受
給
出
刑
者
が
収
入
あ
る
場
合
同
所
得

制
限
は
、

一一一

1
h万
円
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
、
イ
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
場
合

同
加
算
制
は
十
一

一万
阿
に
な
リ
ま
し

たマ
配
偶
者
且
び
扶
養
義
務
者
向
所
得
制

限扶
養
親
族
五
人
の
世
術
的
場
合
、
収

入
組
は
二
れ
ま
で
の
行

九
十
ポ
万
七
千

七
育
円
か
ら
育
八
十
万
円
と
大
幅
に
緩

和
さ
れ
、
こ
と
し
五
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

守
峨
争
公
務
に
よ
る
併
給
制
限
的
緩
和

雌
附
級
以
下
町
旧
活
人
主
ど
で
戦
争

公
務
に
よ
る
思
給
を
受
け
て
い

る

h
は

こ
れ
ま
で
組
制
年
余
を

一
部
主
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
図
的
改
正
に
よ
り

全
額
支
給
さ
れ
る
こ
ー
と
に
主
リ
ま
し
た
。

ニ
れ
は
こ
と
し
十
月
カ

均
実
施
さ

札
ま
す
。

〈
障
害
者
に
老
齢
年
金
を
支
給
v

現
在
老
齢
福
祉
年
金
は
七
十
歳
か

り
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
身
体
に
障

害
が
あ
る
た
め
日
常
生
活
に
著
し
い
制

限会一
受
け
て
い
る
老
人

(二
級
邸
前
日
該

当
者
)
に
つ
い
て
は
、
こ
と
し
十

一
月

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
と
老
齢
福
祉
年

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
制
祉
年
金
は
、
年
々
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
悩
祉
年
金
を

受
け

』ワ
ー
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
い
ま
す

く
町
民
課
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ

福
祉
年
金
所
得
状
況
届

は

お

早

め

に

制
祉
年
金
受
給
者
は
、
年

一
回
所
得

状
況
腐
を
拠
出
す
る
こ
と
に
主

っ
て
い

ま
す
。
二
れ
を
お
こ
た
る
と
こ
と
し
九

月
分
か
ら
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
主
る
べ
く
半
く
役
場
町

民
諜

へ
開
け
て
く
だ
さ
い
。

t， 

運
転
者
に
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス

『安
全
運
転
た
の
み
ま
す
』
t.
今
金
婦

人
会
が
春
町
交
感
安
全
運
動
に
ひ
と
役
"

『胤
け
が
さ
め
て
い
い
で
す
ネ
』
と
巡
転
者

に
も
好
評
で
し
子
、

住民識も

前月に比べて

人口 11 ，229 ー 163)

男 5，448 (- 88) 

女 5，781 ー 75)

世帯 2，831 ー 12) 

(Ii月31臼現在の)
住民基本台帳人口

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

二
一
円
千
円
山

(」
品
行
民
女
)
緑

町

古

田

修

也

(哲
也

二
男
)
南
栄
町

山
下
佳
代
子
(
定
雄
長
女
)
美
利
河

新

居

徹

(俊

一

長
男
)
鈴

金

山

崎

真

弓

(武

英

民

女
)
末
広
町

先
行
所
e

北
海
辺
今
」
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